
  

 

第１４３１回 例会 ２０２１年（令和３年）１０月１１日 

（基本的教育と識字率向上月間/ロータリーの友月間） 

 

前回（１０月４日）例会記録  

◇プログレス 清水 清一 副ＳＡＡ 

 

１．来客紹介 中井  崇 親睦委員 

  ゲスト：１名 地区外：０名 地区内：１名 合計：２名 

  ゲスト：米山奨学生 郭 鑫 様 

 

２．１０月お誕生月会員お祝い   

 

 中嶋 啓至 会員 （１０月 ７日） 

 天野 大樹 会員 （１０月３０日） 

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 清水 清一 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「奉仕の理想」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 卓 話    会員増強委員会 小島 常男 委員長 

○ 体験例会  篠藤 敦子様 野田 寿美子様 萩井 好次様 

○ 懇談会 ３１階「カトレア」 １３：４０～１４：４０ 

・秋の子 

・秋の夜半 

・秋 



 

３．会長の時間  宮原  彰 会長 

季節は１０月となりました、爽やかな秋の日の多いことを期待しております。 

コロナの非常事態宣言も解除されましたが、この先の事を考えますと手放しで喜ぶわけにはまいりません。 

日本全体として、もちろん大阪として、これ以上感染者が出ないように、祈りますと共に、これまで通りマスクを忘れない 

ようにして、自分で出来る防衛策はきちんとしていきたいと思います。 

本日からの例会開催に際し、2021-2022年の ＲＩ会長 シェカール・メータさんのテーマは「奉仕しよう みんなの人生を 

豊かにするために」さらに、目標として 「２０２２年７月までに世界のロータリアンを１３０万人に増やすこと」とあります。 

その答えは「一人のロータリアンが一人を入会させましょうと」言っておられます。 

この様に自信に満ち溢れ、具体的に指示される、ＲＩ会長はどの様なお方かと思いを巡らし。 

あらためてＲＩ会長のメッセージや講演記録を読ませて頂きました。 

ＲＩ会長シェカール・メータさん、インド、カルカッタ、マハナガル ロータリークラブの方です。１９８４年に入会されたそうです

から、ロータリー歴は３７年ＲＩ理事、各種委員会の委員や委員長､ゾーンコーディネータ、研修リーダー､地区ガバナー､ 

ロータリー財団の理事長 などを務めてきておられます。 

受賞歴も多く、超我の奉仕賞、ロータリー財団功労者表彰状、特別功労賞を受けておられます。 

仕事は会計士であり、ご自身で設立された会社の会長と出ていますロータリー活動の中で、沢山書かれています。 

中でも、２００４年のインド洋大津波の際には、被災した家族の為に５００近い家屋の建築支援をされたとありました。 

スケールの桁違いに大きい方だと思いました。 

これまでの奉仕活動の中でメータさんは、こう述べておられます。奉仕する事は、誰かの人生だけでなく、自分の人生も 

豊かになります。インドの思想家 カ－ナンダの言葉を引用し「誰かを助ける時、その人に恩を施している」と考えないで 

ください。実際にはその人たちがあなたに恩を施しているのです。 

私達が世界から授かった恩恵への恩返しをする機会を与えてくれているのです。人生では与える者、奉仕する者になりな 

さい。ただし与える時も奉仕する時も謙虚になりなさい。「与えさせて頂けますか」 「奉仕させて頂けますか」とお願いする 

気持ちになりなさい。他の人のために生き、世話をし､奉仕することで、誰かの人生を豊かにすることは、自分の人生の 

最高の生き方です。 

アインシュタインが申したように「誰かのために生きてこそ、人生には価値があるのです」と結んでおられます。 

感動致しました。 

私達が所属しているロータリークラブは日本だけでなく､世界のロータリークラブと繋がっているのです。 

その世界の頂点がＲＩです。ロータリーの友を通して、ＲＩ会長のメッセージを毎月読ませて頂こう、と思いまして、 

皆さんには余分な言葉になったかもしれませんが、お話しさせて頂きました。ありがとうございました。 

 

４．委員会報告  

◎ 国際奉仕委員会 塩尻 明夫 委員 

先週業務の都合でお休みを頂いており、ご報告が遅くなりました。 

９月１３日の例会にて、吉川ガバナーとともに皆様ご協力頂きました「タマンロータリー３０周年お祝いビデオ」ですが、 

お蔭様でうまく仕上がりまして、先方からも大変喜ばれました。 

バーチャルの記念例会で、各クラブからのビデオ紹介の冒頭で紹介されています。 

当クラブのWEBページでも掲載致しますので、是非皆さまご覧ください。 

どうも有難うございました。 

 

◎ 会員増強委員会 岡野 秀章 委員 

来週１０月１１日（月）は３名をお迎えして体験例会を予定通り開催いたします。 

皆様ご協力よろしくお願いいたします。 



 

 

◎ 地区社会奉仕委員会 澤田 宗久 委員 

９月３０日（木）に地区社会奉仕委員会がズーム会議によって開かれました。 

その中で決まった事は、１０月２３日（土）にクラブ社会奉仕委員長会議が開催されます。 

その中で、ロータリークラブの社会奉仕活動についてクラブ事例発表があり、『コロナ禍における奉仕活動について』という 

テーマで澤田が卓話することになりました。 

又、大阪梅田RCのクラブフォーラムより地区社会奉仕委員会に卓話講師派遣依頼があり、１０月１９日（火）リッツカールトン大

阪に行って参ります。内容は社会奉仕実践をされた内容の卓話をお願い致しますとのことであり、『奉仕とは』の題で 

澤田が卓話をさせて頂きます。 

 

５．ニコニコ報告  岡本 真太郎 親睦委員 

沖、中井、坂本、天野、俣野、洪、宮原、北野、塩尻、原山、岩崎、岡本(茂)、澤田、井澤、中嶋、山川、吉本、伊藤、平山、 

藤井、林、岡野、清水、新川、甚田、中西、大磯、岡本（真）、 

各会員・・・・緊急事態宣言が解除されました しっかりと対策し、ロータリー活動を楽しみましょう 

中嶋、天野、両会員・・・・１０月お誕生月 

中井、中西、坂本、藤井、小島、各会員・・・・１０月創立記念日 

宮原、岡野、清水、伊藤、北野、栗原、中井、各会員・・・・１０月結婚記念日 

 

６．出席報告 清水 清一 副ＳＡＡ 

会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３７名 出席会員数 ３２名（内ZOOM参加１名） 出席率 ８７％ 

第１４２８回（７月１９日） 修正出席率 ９７％ 

 

７．卓 話  「留学生活で感じたこと」 米山奨学生 郭 鑫様 

 

最初に、米山奨学生の一員として、例会卓話という貴重な機会を与えていただき、とても 

光栄に思います。大阪船場ロータリークラブの皆様方へお礼を申し上げます。 

本日はどうぞよろしくお願い致します。 

月日が経つのは早いと思います。コロナ禍の影響かどうかはわからないですが、今までの 

時間の過ごし方、社会のライフスタイルは大きく変わりつつあると感じます。 

今年の４月から、ロータリー米山記念奨学会の奨学生になって約半年になりました。 

改めて奨学生として採用をしていただけたことを心から感謝申し上げます。 

このようなコロナ禍の状況の中で、参加できる例会の回数は減少されてしまい、まだいろんな方とお話ができていません。 

私をどんな人だろうと思っている方もいらっしゃると思いますが、ここで先に自己紹介をさせていただきます。 

私は中国の江西省南昌市に生まれました。南昌市はあまり知られていないと思いますが。三国志といえば、呉国の港です。

知っている方がいらっしゃったら嬉しいです。(笑) 

そして、日本に来てから、私は多くの交流活動に参加しています。去年学校の留学生学友会の会長として、ほかの学校の 

留学生への支援はもちろん、国際交流センターや区役所などのイベントにも積極的に参加できました。なぜならば、留学と 

いうのは、知識や技術を得られるためだけではなく、お互いに異国地域の文化や社会を理解し合うことが大事だと私は考え

ています。しかし、コロナ禍において、ロータリークラブの例会が中止になり、多くの活動が制約され開催できなくなったこと

が大きく影響していると思います。 

 

 



 

 次に、私の学校での勉強についてご報告させていただきます。 

現在、私は大阪産業大学 建築デザインコースの三年生で、演習課題を徹夜し、数の多いレポートに時間とお金を取られて

います。 

ですが、私は米山ロータリーの奨学生になって、奨学金をいただいて、建築の勉強へのエネルギーは以前より増えました。

先週の水曜日と木曜日も寝ていなくて、課題の図面や模型やモデリングを頑張っていました。もし私が奨学生になれていな

かったら、どうしただろうと課題の提出後に思いました。もちろん、忙しい留学生活の毎日で、学業は一番重要で、現在学科

順位 8位の私はさらに進歩できると思っております。 

では次に、奨学生になってロータリーとの出会いと、ここで得た経験や思ったことについて、お話しさせて頂きます。 

奨学生になって、素晴らしいことがたくさんあると思います。その中で、参加できた数回の大阪船場ロータリークラブの例会

や地区の献血活動などで、日本の各業界の第一線で活躍している方々の言葉や仕草から、まだ学生である私の今後の 

人生にとって様々な方面の勉強ができて、人生が豊かになる実感をし、そして良い影響をいただいていると感じました。 

何よりも毎回例会に来て、会長の宮原さんやカウンセラーの清水さんや米山奨学委員会の塩尻さん、その他の方々からも、

最近どう？とか頑張ってください！とか、話かけてくれます。質問ある時にも親切に対応をしていただけます。また、事務局の

田辺さんもいつも早速のメール連絡や対応をしてくれます。皆様は私の日本にいる親のような感じで温かいです。 

一期一会の言葉のように、皆様との出会いを大切にしたいと思います。 

最後になりますが、国際社会において、私は日本で勉強をし、交流する意味があると改めて確信しています。 

そして、ロータリー米山記念奨学会の奨学生として、この栄光の機会を活かして頑張り続け、将来立派なロータリアンに 

なって国際社会奉献に力を発揮しようと考えています。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回１０月１８日（月）例会予定 

・委員会卓話：米山奨学 

・指名委員会 ３１階「カトレア」１３：４０～１４：４０ 

10月度理事会報告 

２０２１年10月 4日（月） 於：ホテル日航大阪 １３：３０～１４：３０ 

（議 案） 

【承認事項】 

1. 9月度会計報告→承認 

2. 米山特別寄付 例年通り 14,000円×38名=532,000円→承認 

3. 12/13（月）クリスマス会→忘年会とする 会員のみ参加でオークションとゲスト無し 

時刻は夕刻スタート 場所は親睦会長が継続検討 

4． 1/11（火） 新年会→セントレジスホテルで実施 

5. 10/11体験例会について→現在３名予定 

６． 八尾RCとの国際奉仕活動案について 

  →継続して実施予定 具体案と予算額を国際奉仕委員長より提案 

７． ガイドライン変更案について→承認 柔軟に運用していく 

 

【報告・討議事項】 

１、 IM第５組ガバナー補佐交代  

東村高良G補佐体調不良により辞任 後任に大阪リバーサイド RC柿本円様就任 

２、 10/8（金）会長幹事心斎橋RCへ挨拶 10/18（月）心斎橋RCより挨拶 

 


